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　平成 27 年度の東北地方民俗学合同研究会は、11 月
21 日に山形県米沢市の「伝国の杜」置賜文化ホールで
開催された。米沢市は草木（供養）塔が集中する地域と
して知られ、これに関連して「動植物供養の民俗」とい
うテーマが設定された。山形県民俗研究協議会を主管、
米沢市教育委員会、公益財団法人農村文化研究所の共催
として、各県からの研究発表と総合討議が以下のプログ
ラムで行われた。

村中健大氏（青森県民俗の会）「青森県のソウゼン・馬頭観音信仰」

鎌田幸男氏（秋田県民俗学会）「魚の供養塚などの調査から」

松本博明氏（岩手民俗の会）「岩手県山田町の動物供養碑－石碑悉

　　　　　　　　　　　　　皆調査から見えてきたもの」

石黒伸一朗氏（東北民俗の会）「東北の石碑からみた猫の供養」

二本松文雄氏（福島県民俗学会）「福島県相双地方の動物供養習俗

　　　　　　　　　　　　　－馬・鮭・鯨・亀－」

角屋由美子氏（山形県民俗研究協議会）「草木塔研究の動向と展望」

総合討議　コーディネーター：原淳一郎氏（山形県民俗研究協議会）

　村中氏は津軽地方のソウゼン・馬頭観音信仰につい
て、牛馬の死と霊に対する信仰に着目し、死馬の霊が神
となって生馬を守護するという信仰と、祟りをもたらす
牛馬の死霊への弔いというふたつの性格に分けられる
と主張した。鎌田氏は魚の供養碑や関連行事、魚や漁に
関する伝承、遺跡から出土する魚型文刻石まで幅広く事

例を紹介した。その信仰は魚の「供養」と大漁「祈願」
が表裏一体となり、漁民の信仰の原点として切り離すこ
とはできないと指摘した。松本氏は岩手県立大学と岩手
ネットが共同で進める山田町の石碑悉皆調査の成果を紹
介し、動物供養のなかでも内陸部では牛馬供養塔が多い
ことや、沿岸部では被災石碑が多く、魚供養塔も認めら
れる点などを報告した。
　石黒氏は東北各地の猫に関する石碑を分類・整理した。
彫られた文字や形態から、猫の供養碑、猫神を祀るもの

（猫塚）、猫の図像のみの石碑の３つに分けられ、明治中
頃に造立のピークを迎えるという。二本松氏は「野馬追
の里」としての相双地方の近代以降の馬頭観音碑と、鮭・
鯨・亀の供養習俗を石碑や神社への奉納物を通じて紹介
した。当地方の特徴として、農業機械化により馬を飼わ
なくなった現在も、野馬追関係者を中心に馬を祀る習俗
が継承されていることが指摘された。最後に角屋氏はこ
れまでの草木塔の研究動向を整理したうえで、その発生
についての確かな資料が存在せず諸説が混沌としている
状況を指摘し、文献資料や聞き取り調査の充実、現代も
みられる草木塔建立の背景などを総合的に研究していく
必要性を説いた。
　テーマの性格から全体として石碑に注目した報告が多
かったが、動植物への供養や信仰の多様な実態が分かる
実りの多い内容であった。総合討議では石碑への信仰
の中での「供養」と「祈願」との関係性が論点に挙が
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り、それらは分けてとらえることはできないといった意
見や、供養の目的で建立した石碑に祈願対象としての性
格が加わっていく事例が紹介されるなど、地域や対象に
よっても異なる両者の関係が明らかになった。会場から
も多くの質問が寄せられ、研究会は盛況のうちに終了し
た。翌日は米沢市内の草木塔や置賜民俗資料館の見学会
が行われ、多くの方々が参加した。平成 28 年度は「地
域おこしと民俗」をテーマとし、11 月 19 日（土）に
秋田市内で開催される予定である。（事務局 内山大介）

　10 月 24 日（土）、平成 27 年度の持ち回り研究会が、
相馬市歴史資料収蔵館を会場に行なわれた。当日は 15
名ほどの会員が参加、この日は川崎悠会員による「「べ
んけい」をたどる―南相馬市萱浜の郷土料理についての
考察―」の研究発表があった。ベンケイとは、大根と芋
茎を主な材料にした炒り煮の一種で、発表者自身の出身
地・南相馬市萱浜（かいばま）地区の郷土料理である。
この料理のルーツは富山県砺波地方（旧砺波郡）にある
という。まず発表の導入としてベンケイのレシピを説明
した上で、真宗移民をキーワードに、ベンケイの呼称や
萱浜地区の歴史的背景まで考察した。さらに萱浜と北陸
との関係を探り、現地調査に基づいてベンケイに似た北
陸地方の郷土料理として「イリゴク」「スズキ」を取り

上げて比較し、「ベンケイ」との共通性を見出した。あ
わせて萱浜周辺は東日本大震災での甚大な被害を受けて
おり、郷土料理の伝承の危機と継承の必要性を訴えた。
　発表終了後は相馬市の大谷和正氏による展示解説のも
と、近年開館した相馬市歴史資料収蔵館および隣接する

「民具の蔵」の展示を見学した。民具の蔵については市
民ボランティアによる案内があり、特に 2 階では藁を
実際に用いた縄綯い機の使い方の体験など、民具を活用
した体験学習などを常時行うことができる。
　この日は新入会員の方など初参加の方も多くあり、盛
会裡に終了した。その後事前申し込みのあった参加者で
松川浦の旅館「岬荘」において懇親会を行った。来年度
の会津開催も会員の皆様の多くのご参加をいただければ
幸いである。（事務局 大里正樹）
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　第 29 回 越後と会津を語る会
　 平成 27 年 10 月 18 日（日）　小澤弘道「会津地方の民家と越後大工の活躍 -間瀬大工を中心として -」

　越後と会津を語る会は昭和 61 年を第１回として、開催会場を越後と会津で隔年交代で

開催し、両地域の歴史研究を深め、交流を図ることを目的に開催されている。毎回、越

後と会津それぞれから研究を発表しているが、喜多方市で開催された今回は、会津側を

代表して小澤弘道が山都町郷土史研究会会員として発表を行った。

　先ず会津地方の民家建築について、①旧五十嵐家住宅（只見町）と旧五十嵐家住宅（会

津坂下町）、旧五十島家住宅（金山町）を中心に会津の民家の特徴を紹介し、②普請帳・棟札・

墨書・板図など民家建築に見られる資料から近世前期の大工について、③家作制限令や

高分限帳などの歴史資料により近世期の民家の発達を、④近世初期の小農政策や農業経

営と民家の発達との関係について、⑤ 17 世紀後半～ 18 世紀前半の時期が会津の古民家

の形成を考える上で重要なことなどを述べた。

　次に、⑥近世期の越後を含めた領外大工の会津地方への大量流入は大火などの災害復旧と関係したことが推察

され、やがて常態化すること。⑦常態化する時期の会津領内大工の状況と流入大工との摩擦、会津藩の対応につ

いて、⑧越後大工の中でも会津には間瀬を出自とする大工の流入が多かったこと、などを年表等により発表した。

　さらに、⑨福島県重要文化財である旧山内家住宅（南会津町南郷）は間瀬大工の作であること、会津若松市自

在院経蔵、柳津町円蔵寺、会津美里町法用寺三重塔など名刹の建築、会津坂下町の牛沢甚句は間瀬大工が伝えた

といわれるなど会津の各地には越後大工にまつわる言い伝えや、喜多方市の蔵の多くは越後ゆかりの大工が建て

たといわれるほど関係する建築物が数多く残ること。⑩越後大工の優れた技量が信頼を得たことで、会津の人が

伊勢参りの途中に間瀬村に寄ると歓待されたほど親密であった話や「一生の付き合い」といわれる伊勢参りに間

瀬大工が同行した記録もあること、養子に迎えられ、また移住によりその子孫が今も活躍していることなど、越

後大工の活躍無しにして会津の民家は語れないことを強調して終えた。（副会長 小澤弘道）



 会津美里町新鶴民俗資料館

　中田観音として有名
な弘安寺のすぐ後ろ、
新鶴幼稚園（旧新鶴第
二小学校校舎）の 2 階
に「会津美里町新鶴民
俗資料館」がある。通
常、見学は要予約であ
り小学校の団体見学な
どの利用が主だが、期
間 限 定 で 毎 年 定 期 的
に 一 般 公 開 も さ れ て
いる。平成 27 年はお
盆前の 8 月 5 日（水）
～ 11 日（火）の一週間、一般公開された。筆者は 8 月
8 日に見学に伺ったので、ご紹介したい。
　かつての教室を利用した手作りの展示施設は、第 1
～第 6 および特別資料室（古文書・古銭など）の 7 室
に分かれている。各資料室は農耕（第1）、生活と食（第2）、
衣と住（第 3）、農と文化（第 4）、産業（第 5）、考古（第 6）
の各ジャンルに整理され、かなり体系的に集められてい
る印象を受ける。旧新鶴村内を中心に当時急激な生活変
化により失われつつあった民具類を昭和 40 年代初頭よ
り収集し、資料館自体は昭和 49 年に開館した。
　現在、収蔵資料数は約 3,000 点におよび、うち 1,500
点ほどについての資料一覧と資料館のパンフレットが会
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　福島県内には多種多様な民俗芸能があり、東日本大震災以前はおよそ 800 種の民俗芸能が伝承されていまし
た。そのうちの約 300 が浜通り地方において大切に受け継がれてきましたが、現在その約６割の団体が継承の
危機に瀕しています。また、福島県全体を見てもその約２割が休止状態に追い込まれています。震災後、これ
までの活動などから、民俗芸能は文化的価値とともに「地域の宝」であり、地域にあって住民の心を和ませ、
人と人をつなぐコミュニティの強い核であることが再認識され、重要視されています。国・県・民間団体の支
援により復活を遂げた民俗芸能もありますが、いまだ連絡の取れない関係団体も多く、

　①　県内の民俗芸能団体の調査及び所在確認
　②　民俗芸能関係者との連絡調整
　③　民俗芸能に関する助成事業の把握と周知
　④　民俗芸能団体存続のための専門家派遣支援活動

を主な事業として、情報の提供や支援と連携を円滑かつ強力に進めるために、
平成 27 年 5 月に「特定営利活動法人民俗芸能を継承するふくしまの会」（理
事長 富田孝志）が発足しました。会では、正会員・賛助会員（個人・法人）
の入会を募集しています。

 【事務局】
〒 963-8851　福島県郡山市開成 6-40
電話番号︓080-1856-4025
E-mail︓minzokugeinoufukushima@outlook.jp
ホームページ︓http://minkei-fukushima.jp/

「民俗芸能を継承するふくしまの会」発足のお知らせ

津美里町のホームページでも公開されているので、興味
のある方はご参照いただければと思う。農具なども墨書
のあるものが多く、研究資料として活用することも可能
だろう。こちらの館では町の民俗資料館専門委員の方が
見学者の案内・解説や資料整理・台帳整備などを行って
いる。今回の夏期特別開館中は委員の方が毎日 2 人ず
つ常駐し、筆者の見学時にもいくつかの道具を実際に動
かしながら、解説をしていただいた。会員の皆様にも折
を見て豊富で充実した展示資料をぜひ一度目にしていた
だきたい。見る人それぞれに新たな発見があるはずだ。

（事務局 大里正樹）

事務局より
　事務局では平成 27 年度、山形県米沢市で行われ

た「東北地方民俗学合同研究会」と、茨城県水戸市

で開催された「日本民具学会大会」の会場で『ふぉー

らむ・F』の頒布と会誌『福島の民俗』の出張販売

を行い、多くの方々

にお買い求めいた

だきました。今後

も機会あるごとに

出 張 販 売 を 行 い、

当学会の活動周知

に努めて参ります。

（事務局 内山大介）

展示見学記



福島県民俗学会通信誌『ふぉーらむ・Ｆ』第３号　
2016（平成 28）年 7月 30 日発行
編集・発行　福島県民俗学会（会長　佐々木長生）
福島県会津若松市城東町１-25　福島県立博物館内
（〠 965-0807）　事務局担当：内山大介、大里正樹
通信誌編集担当：岩崎真幸、内山大介
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　“食”の調査から
　一時、農協や食生活改善委員などの活動により郷土料理、伝統食の調査や普及が盛んな時期があった。最近

では「和食」が世界遺産の指定を受けている。昨年、米沢市で東北地方民俗学合同研究会が開かれたが、懇親

会の席で熟れ鮓から食の味覚について郷土食の話になり、最近興味を抱いた長岡市史双書 NO.54『江戸時代の

旅と旅日記（２）東北への旅①』を紹介した。

　双書収録の資料２点のうち「陸奥の編笠」（上･下巻）は、享和３年（1803）閏正月十日から二月六日まで26日間、

長岡藩士２人が越後新発田藩・村上藩・村松藩と福島県の会津藩・白河藩・棚倉藩・三春藩へ赴き、天明の飢

饉（1781 ～ 88）の政治情勢、復興の実情を見聞した記録である。自藩復興と領民生活の安定に資するためと

されているが、双書編集者は、果たして、厳冬の季節に旅したことと飢饉から数年を経ての時期であることを

考えると本来の目的を穿つことも述べられている。

　なかでも、私が興味を抱いたのは若松城下における食に関する記載であった。十六日の条は「探る事ありて

若松に逗留す、雪降寒風甚し」と書きはじめ、城下の各町の特色、神社や寺院、藩の施設の配置や規模、様子

などが細かに記載される。「城下の町々は縦横広く家作りよし」「人情やさしき所にて、人に物を教える事等甚

だ親切なり」と賛美する一方で、「岩城に 40 里、新潟に 32 里と離れていて近くに浜辺がなく、会津の人達は

身がただれ臭いがきつく、値が高くてもそれが生魚の特色と思い、貴んで食べている。山海の産物が豊富な地

域に生まれ育った長岡などの者には考えられない」と書き記している。

　40 年前に山形県から会津に嫁した妻も、川魚は身が軟らかく、海魚の刺身でも臭くて食べられない、開き

のサンマを初めて見たなど会津の生魚に対する評価は散々であった。浜出身の方の多くは同じ意見で、名前や

レシピでも記録表記だけでは分からない、食べてみなければ分からない、食べてみても生まれ育った土地によっ

て感じ方に大きな違いがある。懇親会の席は「食の調査は難しい」との話で終了した。（副会長 小澤弘道）

▼遅くなりましたが、『ふぉーらむ・Ｆ』第

3 号をお届けします。昨年度はウェブサイ

トと Facebook ページを開設し、新入会員

も少しずつ増えてきました。引き続き当学会の活動を多

くの方々に知っていただけるよう努力してまいります。

▼また、『ふぉーらむ・F』の原稿を随時募集しています。

簡単な調査報告や資料紹介、展覧会の見学記、研究会等

の紹介など何でも構いませんので、400 ～ 800 字程度

で原稿を事務局までお気軽にお寄せ下さい。（内）

▼今回は内山氏のレイアウトと編集です。編集担当の岩

崎の不手際で発行が遅れたことをお詫びします▼福島県

内の民俗関係の研究者の動きも、徐々に活発化してきて

いるように感じます。この通信誌を仲立ちにして、情報

交換を活発化していきたいですね▼以前の会員で『福島

の民俗』にも原稿をお寄せいただいた、相馬市の鈴木清

さんが 66 歳で亡くなりました。ご冥福をお祈り申し上

げます（岩）

福島県民俗学会の Facebook ページ（https://
www.facebook.com/fukushimafolklore/）

を開設しました。様々な事業の告知や開催報告、福島県
の民俗関連情報など様々な情報をリアルタイムで発信し
ていきます。アカウントをお持ちであればコメントも出
来ますし、お持ちでなくてもページの閲覧はできますの
で、公式ウェブサイトと合わせてご活用いただき、また
各種情報をお寄せください。会員の皆様からの「いい
ね！」をお待ちしています。


